
 最後に、秋祭りの今後の方向性に

ついて、昨日の藤原議員の熱い質問

と重複する部分がございますが、本

市の未来にフォーカスしてお伺いい

たします。 

 新居浜太鼓祭りは全国的にも知ら

れる勇壮華麗な祭礼であり市民の誇

りであると同時に、市外からの観光

客を引きつける大きな文化資産で

す。近年はインバウンド需要の高ま

りや、地域ブランドの強化と相まっ

て、まさに本市を代表する財産とな

っています。 

 一方で、華やかな表舞台の影には

幾つかの課題も存在しており、私も

立ち会った大阪・関西万博において

披露された太鼓台運行は大きな成功

を収め、世界に向けて本市の文化を

発信する契機となったことは誇らし

い出来事ではありますが、その一方

でインターネット上には、祭りのけ

んかをあおるような投稿や映像が拡

散され、市民の一部からは、危険ば

かりが強調されてしまうのではない

かという懸念の声も聞かれます。 

 さらに、会場提供や後援を担って

いただいている住友グループから

は、安全面や市のイメージへの影響

について、慎重な姿勢が示されるな

ど、祭りを盛り上げようとする足並

みが必ずしもそろっていない状況が

あります。 

 このような状況の中で、未来の新

居浜に何を残していくのかという根

本的な問いに立ち返り、以下５点を

お伺いいたします。 

 まず、５月に実施された万博会場

での披露について、世界規模の舞台

で地域を代表する文化資産を発信で

きたことは非常に大きな成果であ

り、市民の誇りを高め、次世代の子

供たちにも自分たちの祭りに自信を

持つ契機を与えたと考えます。本市

としてはこの成功をどのように総括

しているのでしょうか。また、今

後、同様の機会があれば積極的に展

開していく方針をお持ちかお伺いい

たします。 

 四国三大祭として並び称される徳

島市の阿波踊りや高知市のよさこい

祭りは、首都圏で東京高円寺阿波踊

りや東京よさこい、スーパーよさこ

いの開催によって広く認知されてお

り、本市としても単なる一過性の成

功に終わらせるのではなく、地域ブ

ランドの強化や観光振興、さらには

市民のアイデンティティー形成にど

う結びつけていくのか、その具体策

もお聞かせください。 

 次に、インターネット上でのけん

かのあおりや暴力的な映像の拡散に

ついてです。ＳＮＳの普及により、

情報は瞬時に全国、さらには世界に

届く時代となりました。その影響力

は、よい面もあれば悪い面もありま

す。祭りの勇壮さを誇りとして発信

する一方で、過度に危険をあおる表

現が目立てば、外部からの誤解や批

判を招きかねません。 

 こうしたインターネット上での情

報拡散に対して、どのような危機意

識をお持ちなのでしょうか。また、

主催団体や関係者と連携し、適切な

広報戦略を取る、あるいは安全性を

保証するための仕組みを整えるなど

の取組を検討されているのか、お伺

いいたします。 

 さらに重要なのは、祭りを支えて

いただいている住友グループとの関

係です。本市の発展は、住友の歴史

と切り離すことはできません。 

 祭りの開催に当たり、グループ関

連施設やその周辺が利用されている

ことは、地域と企業との信頼関係に



基づくものです。しかし、その住友

側から、工場前のかきくらべを取り

やめるよう求める要望書が本市に対

して提出されたことは、今後の持続

可能性を考える上で看過できませ

ん。 

 本市として今後、住友グループと

どのような協議を行い、理解を深め

ていくつもりなのでしょうか。今年

は要望どおりかきくらべを取りやめ

て、来年以降、再開できるように取

り組むとしておりますが、この機会

に企業にとっても共に地域を育む意

義が見いだせるような枠組みを本市

の側から示すべきと考えますが、そ

の点について、市長のお考えをお伺

いいたします。 

 祭りは市民一人一人のものである

と同時に、地域全体の協調によって

初めて成り立ちます。しかし、現在

は万博での成功を喜ぶ声、安全面に

不安を抱く声、伝統を守りたい声、

観光資源として活用したい声など、

様々な意見が交錯しています。こう

した多様な立場をどのように調整し

ていくのか、市の役割が問われてい

ます。 

 伝統文化の継承と観光資源として

の活用、安全性の確保と迫力ある魅

力発信という相反する要素をどう両

立させるのか、本市の基本的な考え

をお伺いいたします。 

 先ほども質問した90周年記念事業

の100周年に向けて、町の未来を語

るにはうってつけの課題だと考えま

すが、市民や企業、行政が同じ方向

を向いて議論できるプラットフォー

ムを整備する考えはあるのかもお答

えください。 

 ここで改めて根本的な問いになり

ますが、私たちは未来の新居浜に何

を残していくのでしょうか。秋祭り

は単なるイベントではなく市民の誇

りであり、歴史と文化の結晶です。

しかし、その形をどう受け継ぎ、ど

う次世代に伝えるかは私たちの責任

にかかっています。 

 例えば、次世代を担う子供たちが

安全かつ誇りを持って祭りに参加で

きるような仕組みづくり、女性や高

齢者も含め、多様な市民が関われる

形での祭りの進化、さらに世界に誇

れる新居浜ブランドとしての観光、

産業と結びつけて発信できる戦略。

これらは全て未来への投資であり、

単に現状を維持するだけでは到達で

きません。レガシーを残すためにど

のようなビジョンが描かれているの

でしょうか。 

 その答えを、市長から市民の皆様

に明確にお示しいただきたいと思い

ますので、御答弁よろしくお願いい

たします。 

○議長（田窪秀道） 答弁を求めま

す。藤田経済部長。 

○経済部長（藤田清純）（登壇） 

秋祭りの方向性について、お答えい

たします。 

 まず、大阪・関西万博の総括と今

後の展開についてでございます。 

 大阪・関西万博での太鼓台派遣事

業は、本市の魅力を世界に発信する

ことができたとともに、市民のシビ

ックプライドの醸成につながったの

ではないかと考えております。 

 今回の万博を契機として、新居浜

太鼓祭りが市民や観光客の皆様に愛

され大きく発展していけるよう、各

種事業を展開する中で、万博へ太鼓

台を派遣したことの意義や未来へ伝

えていくことの重要性等を本市の政

策として、コンセプトに盛り込んで

まいりたいと考えております。 

 次に、インターネット上のけんか



のあおりや暴力的な映像の拡散につ

いてでございます。 

 ＳＮＳを通じた情報の拡散は、新

居浜太鼓祭りの勇壮華麗さを発信す

る一方で、過度にけんかをあおるよ

うな情報が拡散されることについて

は、市としても大きな懸念を持って

おります。今後、過度にけんかをあ

おるような情報が拡散される事案が

ありましたら、情報の削除依頼な

ど、祭りの主催者である各地区太鼓

台運営委員会・協議会や関係団体と

連携して取組を行ってまいります。 

 次に、住友グループとの関係につ

いてでございます。 

 住友グループとは長年にわたり良

好な関係を築いており、祭りの開催

にも大変御協力をいただいておりま

す。しかし、７月31日付で工場前で

のかきくらべに関する要望書が提出

され、川西地区太鼓台運営協議会に

おける協議の結果、今年の工場前で

のかきくらべにつきましては中止と

いう結果となりました。今後は関係

機関で協議の場を設け、来年に向け

引き続き対応策等について協議して

まいりたいと考えております。 

 次に、多様な立場の方が関わり、

また、相反する要素のある祭りをど

のように調整して両立させていくの

かについてでございます。 

 新居浜太鼓祭りに関しては、太鼓

台関係者をはじめ、観光物産協会、

商工会議所、神社関係者、にいはま

女性ネットワークなど多様な関係者

で組織している新居浜市太鼓祭り推

進委員会がございます。その目的

は、太鼓祭りを市民にとって平和で

楽しい、親しみのある祭典にすると

ともに、観光面に寄与させ、伝統あ

る民族文化行事として発展させるた

めの方策を検討し、推進することで

ございますことから、今後におきま

しても、新居浜市太鼓祭り推進委員

会を中心に、その目的が達成できる

ような取組を引き続き行っていきた

いと考えております。 

 また、100周年に向けて市民や企

業、行政が議論できるプラットフォ

ームについても、新居浜市太鼓祭り

推進委員会がその役割を果たすもの

と考えております。 

 次に、レガシーを残すためどのよ

うなビジョンが描かれているのかに

ついてでございます。 

 秋祭りにつきましては、五穀豊穣

を感謝する祭礼行事であるととも

に、新居浜市の誇りであり、歴史文

化の結晶と考えております。 

 この秋祭りを次世代に伝えるため

には、太鼓祭りを市民にとって平和

で楽しい、親しみのある祭典にする

とともに、観光資源としての活用や

文化の継承においても、発展させる

ための取組を推進することが必要で

あると考えております。今後におき

ましても、新居浜市太鼓祭り推進委

員会を中心に、関係者の皆様とも力

を合わせ、世界に誇れる新居浜太鼓

祭りを未来につないでまいりたいと

考えております。 

○議長（田窪秀道） 再質問はあり

ませんか。渡辺高博議員。 

○３番（渡辺高博）（登壇） 御答

弁ありがとうございます。 

 祭りは人と人をつなぎ、地域の絆

を深め、誇りを共有する場です。そ

の在り方は時代とともに変化してき

ましたけども、根本にあるのは、新

居浜の未来をより豊かにするという

理念です。 

 私たちには、秋祭りを単なる伝統

行事としてではなく、次世代に誇れ

る地域文化資産として再定義し、発



展させていく責任があると思いま

す。昨日の藤原議員の熱い思い、私

を含め、この議場にいる全ての方の

思いもまた同じだと思います。 

 今年の秋祭りも１か月余りと迫っ

てまいりましたが、本日を契機に、

改めて祭りの意義と未来を市民の皆

様と共有し、持続可能な発展の道を

描いていくことを強く期待して、私

の質問を終わらせていただきます。

ありがとうございました。 


